
　「みっちゃん、こっちだよ」私を呼ぶ声の方
に向かった。そこには高校時代の級友が
待っていた。今年の同窓会総会後の一場面
である。私が同窓会長をしているのなら是非
総会にも出なくてはと関東方面から総会出

席のために数名の級友が秋田に来てくれた。総会後に級友
と繰り出したことは言うまでもない。
　私は旅が好きである。見知らぬ土地に行き、見知らぬ人と
の出会いを通して自分について振り返ることができる。子供
の頃から汽車に乗るのが好きだった。親に内緒で兄弟と汽
車に乗り遠くまでいったことがあった。もちろん親にしっかり
怒られた。今になっては懐かしい思い出である。人生は旅の
ようであると昔の人が言っていたことを思い出す。私の人生
の中で秋田工業高校は大切な思い出の一場面である。旅を
しているかのような様々な思い出に残る学校生活、友との出

会い、何もかも懐かしい。
　秋田工業高校のおかげで現在の自分があると思ってい
る。私は同窓会長として支部総会にお邪魔する機会をいた
だいているが、私と同じように支部総会に参加している同胞
達も感じているようである。秋田工業高校の魅力がここにも
あるのではないか。
　来年は110周年を迎える母校である。今まで先輩達が築い
てきた歴史と伝統を踏襲しつつ時代に即した秋田工業高校
であってほしい。「不易と流行」のように現在の学校関係の
方々には現在と未来の秋田工業高校を託したい。同窓生の
みなさまも現在を生きているのであるが、たまには過去（高
校時代）を振り返って昔の自分に立ち返ったらどうか。「温故
知新」ではないが、現在の自分、未来の自分についてのヒン
トが隠されているかもしれないから。

母校ラグビー場整備工事（人工芝）完成
詳しくはＰ３へ

（写真は合成です。）

現校舎
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我が母校への思い　会　長　太田 光重（昭和３１年機械科卒）



　日ごろより太田光重会長はじめ
同窓会の皆様には母校の充実発
展のため温かいご支援を賜ってお
りますことに御礼申し上げます。
　さて、秋田工業高校は来年度、
学校創立１１０周年の大きな節
目を迎え、現役生徒は元気に頑

張っております。部活動では夏の全国大会に、テニス、
空手道、陸上競技、柔道、ボクシング、バドミントン、体
操、少林寺拳法の各部が出場したほか、陸上競技部
が、全国高校駅伝に３年ぶりの出場を決めました。
　ものづくりでも頑張っています。竿燈まつりに２年目
の今年はお囃子屋台を自作しての参加です。生徒主体
で木材加工や組み上げ、電気配線、溶接部分など各学
科の得意技を生かしました。竿燈初日は、お囃子を奏

でながら学校を出発。金砂町内の方々からはたくさん
の温かい言葉を頂戴し、本番では差し手とお囃子が一
体となった演技を披露できました。
　ハード面ではラグビー場がこのほど人工芝グランドに
生まれ変わりました。鮮やかな緑が全面に敷き詰めら
れた夢のようなピッチです。ラグビー部は、東北選手権
優勝や県協会招待試合での大阪・常翔学園戦勝利で
確かな手応えをつかんでおります。また、校舎改築事業
も始まりました。工期はローリング方式により平成３０
年１月までの長きにわたりますが、まずは体育館棟、音
楽棟、武道場から着手しています。１１０周年を迎え、
大きな事業が続きます。母校金砂健児の勢力に、皆様
には今後ともご支援ご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

校舎改築工程表

金砂健児の
勢

い き お い

力見よと
校長　西　聡 

新校舎完成パース

（平成25年11月現在）
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　この４月に赴任してきました教頭の
樋口隆です。どうぞよろしくお願いしま
す。３月まで秋田県総合教育センター
に勤務しておりました。
　簡単に自己紹介します。出身は湯沢

市（旧雄勝町）で、専門は英語です。趣味はスポーツ観
戦ですが、ゴルフを数年前から始めました。家族構成は
妻と２人の息子の４人家族です。座右の銘というほどの
ものではないですが、モットーは「細心」と「大胆」、そ
して「次の一手」です。なかなか難しいことですが、そう
ありたいという願望です。

　来年創立１１０年を迎える歴史と伝統のある秋工の
金砂健児は、「質実剛健」を合言葉に元気溢れる高校
生活を送っていると感じています。校舎内外で響き渡っ
ている生徒諸君の「こんにちは！」という挨拶は、赴任
して半年になろうとしている今でも新鮮な響きとなって
耳に届きます。願わくば、生徒諸君には今一度「質実剛
健」のもつ意味を噛み締めて、学校生活を送ってほしい
と思います。
　同窓会の皆様には今後とも、秋工を物心両面からご
支援をいただきたいと思います。

新任PTA会長挨拶　ＰＴＡ会長　高橋　修
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　四月から新たにＰＴＡ会長となりまし
た高橋です。同窓会員の皆様よろしく
お願い致します。
　来年度に１１０周年をむかえる秋工
は、先日のラクビー場の人工芝化をかわ

きりに、６年間をかけて、新しい校舎に生まれ変わりま
す。皆様が巣立った思い出深い古い校舎との別れは一
抹の寂しさもありますが、一世紀を超える歴史の新たな
一幕の開演は、また、嬉しさもあると思います。

　私も秋工のある地域の出身で、今の校舎がまだ、ピカ
ピカだったころに何度かお邪魔したことがあり、木造の
校舎しか知らないものにとっては憧れでした。
　今の校舎は、あちこちにたくさん傷跡や落書きがあ
り、決して綺麗とは言えませんが、ここでたくさんの人が
貴重な時間を過ごしたかと思うと、一つ一つが勲章のよ
うに輝いて見えます。校舎は新しくなりますが、皆様の思
いは確実に引き継がれ、再び味わい深い校舎になって
いくことを確信しています。

　校舎改築に先立ち、ラグビー場の人工芝工事を６月より実施し。９月に完成
しました。現場監督代理人は、ラグビー部OBで工事JVの三浦信幸君（Ｈ５Ｃ
科卒）、現場監督代理人補助は奈良篤司君（Ｈ２５Ｃ科卒）でした。
　９月２２日：学校、ラグビー後援会、ラグビー部員他関係各位による神事の
後、セレモニーとしてちびっ子ラグビー教室、盛岡工業高校との招待試合を実
施した。祝賀会は、県関係者他、多数の方々の御参加をいただき、今後のラグ
ビー部の健闘を期待しながら、盛大に行われました。

《ラグビー場整備工事（人工芝）完成》

新任教頭先生紹介　教頭　樋口　隆

ラグビー場整備工事の完成神事

◎データ：従来のラグビー場（８７００平方㍍）を総工費１億５千万円で全面改修。長さ6.5㌢のロングパイル人工芝を全面敷設。
芝の下にゴムチップを敷いた。黒澤監督談話「クッション性が良く、足への負担が減る。選手の練習への意欲が増した。」完成に
より怪我の防止、水捌けが良く雨天時のユニホーム等の洗濯などが軽減される。
※工事状況の写真情報は同窓会ホームページでご紹介しております。



4

支部活動

　大館支部は、平成元年１０月に県北
に在住する７５名の同窓生を元に結成
されました。同窓会の総会は県北で行
われる全県高校ラクビー新人戦（１０
月）や忘年会時期に開催しています。

特に、初代会長鈴木慶三氏が経営するホテル寿楽に宿
泊するラクビー部の激励を兼ねての総会が主でした。
　私が在学中の昭和４０年代には、母校の同窓副会長
で大館支部長をしていた父の時代からすると活動が途
絶えていた時期がありますが、歴史のある支部ではない
かと思います。母校の１００周年の時は、大館からマイ
クロバスをチャーターしての参加等活動も活発にしてい
ましたが、現在は支部会員も15名となり、支部の幹事長
で、母校との連絡や計画のほとんどを取り仕切っていた

桜庭一男氏がご逝去されてからはあまり活動していない
状況であります。
　私は器械体操部でしたが、同期で全国優勝したラク
ビーの仲間が、現在でも毎年大館に遊びに来てくれま
す。何年経っても、母校の恩師や同級生の話題で尽きま
せん。当時を思い出しての同窓会は、非常に楽しく、また
若返らせてくれます。大館支部も集まる機会が少なくな
りましたが、母校の応援が出来るよう努力したいと思い
ます。今後とも同窓会大館支部へのご支援を宜しくお願
い致します。

大館支部報告　支部長　川井　隆治（昭和４４年 電気科卒）

　我が『東海支部同窓会』は、昭和
４０年代前半頃から、就職活動の一
環として、愛知県を中心として、企業
訪問等に来られていた冶金科の石垣
敏春先生（Y２０年卒）の指導・助言

を得て、東海地区の在住者の名簿作り（１６７名）からス
タートし、昭和６０年１月６日に、ご来賓（１１名）を含む
総勢６８名のご出席を得て発足を致しました。以来、母
校を初め、本部や東京・関西支部同窓会等、関係各位
皆様方の温かいご支援、ご協力を頂きながら、活動を続
けて参りました。
　現在の名簿登録会員数は１４４名、会費納入会員は
約６５名、総会・懇親会への出席者が凡そ３０名前後と
いうレベルで推移しております。

　年末の駅伝大会やラグビー大会への応援は勿論、毎
年６月に開催する総会・懇親会への対応、更には発足
１５周年や２０周年での記念誌の発行等に取り組み、
愈々来年６月７日には発足３０周年記念の総会・懇親
会への開催に向けた準備に取り掛かっている所であり
ます。一方、会員の中には、「東海秋田県人会（会員数
≒３７０名）」や、『東海市ロ－タークラブ（会員＝５３
社）』の会長を各々歴任されている方も居られ、母校出
身者の多様な人材の、能力の高さを立証する活躍もされ
ておられます。
　これからも、本校並びに本部及び各支部同窓会の
益々の発展を祈念し、合わせて会員皆様からの変わら
ぬご指導・ご協力を、宜しくお願い申し上げます。

東海支部報告　支部長　栗原　四郎 （昭和３１年電気科卒）
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　平成25年度　秋工同窓会総会が恒例の５月最終土
曜日、２５日午後４時より行われました。
　西聡校長先生並びに高橋修ＰＴＡ会長をはじめとす
るご来賓の方々にご臨席を賜り、総勢８０名の参加者を
数えるに至りました。
　各種案件も無事承認をいただき、約１時間後、定刻ど
おりに総会を終えることができました。特に役員改選の
件では、来年本校が創立１１０周年を迎えることから全
員留任の案に賛同していただきました。
　その後、人星亭喜楽駄朗さんのアカデミック漫談の
アトラクションをはさんで懇親会へと移行し、今年25
年3月に卒業した上田勝平（工業化学科）、佐藤翔太、
登藤結実（以上土木科）、三浦雄也（建築科）、熊谷
祐亮（電気科）、伊藤格（機械科）の６名の新入会員

の紹介があり、東京秋工会 三平俊悦会長（昭和３９
年建築科卒）より乾杯のご発声をいただき、賑やかに
歓談いたしました。
　旗を振り、応援歌を唄い、あっという間に時間が
経って、恒例により、出席した先輩の中野直同窓会副
会長（昭和４２年機械科卒）より中締めをしていただ
きました。
　(5)のつく幹事の方々、大変お疲れ様でした。また、(6)
のつく卒業生の方々は来年の幹事よろしくお願い致しま
す。太田光重会長のもと、平成３０年完成予定の校舎改
築及び前述した来年の本校創立１１０周年を迎えるに
あたって、同窓会活動をもっともっと活性化していきたい
ものです。

（敬称略）

平成 25 年度 秋工同窓会総会の報告

同窓会役員 平成 25・26 年度
会　長　　太田　光重　　Ｍ３１　 再任
副会長　　鈴木　誠一　　Ａ３８　 再任　名簿委員会
副会長　　土田　久美子　Ａ４０　 再任　ポプラ会会長
副会長　　中野　直　　　Ｍ４２　 再任　スポーツ振興
副会長　　志賀　新一　　Ｃ４２　 再任　広報委員会
副会長　　嵯峨　兼信　　Ｃ４５　 再任　財政委員会
副会長　　池田　昌憲　　Ａ４７　 再任　企画委員会
監　事　　三浦　清一　　Ａ４１　 再任
監　事　　田仲　雅美　　Ａ４５　 再任
幹事長　　高松　文仁　　Ｍ５６　 新任
副幹事長　冨樫　義史　　Ａ－Ｈ３ 新任

池田副会長からエールを送られる新入会員

企画委員会担当副会長　池田　昌憲 （昭和４７年建築科卒）



赤いじゅうたんを
踏みしめて
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　１９３６年(昭和１１年)１１月に１７ヵ年の歳月をか
けて完成した国会議事堂は今年で７８年目の秋を迎
えています。
昭和１１年、時の政権を担っていた第３２代広田弘毅
内閣から現在の第９６代安倍晋三内閣まで、これまで
６５代に亘って４２名の総理大臣が輩出されてまいり
ました。
　この間、国会議事堂は、昭和、平成と日本激動の歴
史をもの言わず見詰めてきています。
昨年１２月２６日、特別国会が召集され、選挙後の国
会登院時しか開門しないという議事堂正面玄関から
初登院し、真新しい議員バッジをつけ、同日、議院内
閣制の本質でもある首班指名に一票を投じて第９６
代安倍晋三内閣総理大臣の誕生をみましたが、その

場の高揚した感激とは別に、日を追うごとに後顧に憂
いを残さない決断と結果責任が政治の必須であるこ
とをひしひしと感じております。
今年１月２８日の国会開会式にあたっては、天皇陛下
のご臨席を仰ぎ、「国会が当面する内外の諸問題に
対処するにあたり、国権の最高機関として、その使命
を十分果たして国民の負託に応えるよう」との終生忘
れられないおことばを賜りました。
　今、私が毎日踏みしめている赤じゅうたんを、先
人、先輩議員諸氏が歴史に刻まれた覚悟の決断を抱
えて幾度となく議場に入っていった、その姿を思い巡
らせば、胸のバッジが筆舌に尽くせないほど重いもの
となり、先人達がその覚悟を私に迫ってくる今日この
頃です。

衆議院議員
冨樫　博之 （昭和５０年機械科卒）

左：国会議事堂をバックにインタビューを受ける　右：安倍総理と握手する冨樫議員



7

「喜
きじゅ

寿」発「東京五輪」行き 伊藤　繁治 （昭和31年土木科卒）

〈秋田駅西口・再会〉
「あんべいいな」流るる秋の駅に待つ

再会の握手がっちり秋暑し

秋の駅まず息災を尋ねおり

最後に総合案内の高松先生、
学校説明の西校長先生、土木
科実習棟説明の大淵先生、そ
して人工芝ラグビー場説明の
瀬田川後援会長さん、皆さん
お忙しい中、誠にありがとうご
ざいました。

平成２５年９月１２日～１３日の２日間、秋田市内
在住の幹事６名の尽力により、県都秋田市におい
て、私たち昭和３１年土木科卒業生の喜寿を祝う
同級会が行われた。東京、関東より３名、県外東
北より２名、県内１４名のあわせて１９名の参加で
あった。
次の３０句は、その際に詠んだものである。

俳号・下
し も に だ

二田 夕
せきせい

瀞 （大仙市大曲住）

〈県都散策・散会〉
三島似の得え居りけり秋館

敗荷へ向かう花々散会す

去り難き五人入りたる秋喫茶

〈秋田温泉プラザ・会場〉
爽
そ う ら い

籟の少し入り来る美人の湯

秋声や「黙祷」八つの霊前に

喜寿祝う乾杯の声菊揺らし

喜寿仲間みな一病や秋の宴

医師もいて冬への心がけ話す

身に入むや来られぬ友の事情知り

朗々と色なき風へ詩吟かな

秋の夜飲みて話して終わりなし

二番まで校歌斉唱長き夜

秋の宴締めの「東京五輪見るぞ」

水澄めるせせらぎに覚む宴
うたげ

明け

頭上より洗い浸る温
ゆ

泉霧晴るる

〈人工芝ラグビー場・試用開始〉
半面をラガーら駆くる秋入日

秋芝にあぐらかき見るパス練習

秋芝へ西日眩しも白ライン

〈金砂（同窓）会館〉
懐かしき学舎正面赤まんま

金秋や校章でんと御座布団

水引きの花や母校へ「金一封」

〈母校訪問〉
母校訪う二百十日を逃れ来て

変わらざる校門の間秋の風

栄光の廊下渡れり秋日中

〈土木科実習棟〉
昼ちちろ畚

もっこ

かつぎを憶いけり

秋嶺や紙すべらせしＴ定規

女子高も覗きし測量秋の川



会津若松で
還暦同級会（さわやか会）
徳光　富久 （昭和４７年建築科卒）
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　平成２５年１０月１２日（土）午前８時３０分、秋田駅
東口バスターミナル5番乗り場、約束の時間前にはすで
に秋田組全員が集合しておりました。大型サロン付バス
をチャーターし、首都圏組との合流地点である郡山駅
へと、缶ビールでの乾杯を合図に出発したのでありまし
た。卒業生46名のうち、残念ながら鬼籍に入ったのが
3名、残る４３名中２０名の参加を得（秋田１４名、仙台
１名、首都圏5名）、場所は震災後の消費支援と思い、
福島県を選択、磐梯熱海温泉の「四季彩一力」を会場
に、思い出話に花を咲かせたのであります。筆者の妻お
手製の紙のチャンチャンコを着用し、皆で記念写真を撮
り、久し振りに校歌・応援歌を唄いながら、魂が２０代
に戻っていくような、気分だけ若返ったおっさん連中が
夜更けまで楽しい酒を飲ませていただきました。
　翌日、会津若松の観光を楽しみ、その後郡山駅にて
首都圏組と涙･･･涙のお別れでありました。

昭和38年工業化学科卒の
50年の歩みを語る会
伊藤　勲 （昭和３８年工業化学科卒）

　今年７月５、６日（1泊2日）豪雨の中全国から１８人の
メンバーが秋田温泉さとみに駆け参じました。（卒業時
４６人）当日は母校の教室や実験室の隅 ま々でご案内、
ご説明を頂き５０年の歩みを確認し、感無量でした。何
分、卒業後半世紀、最初で最後とも言える同級会でした
ので、顔や姿も原形を留めず、ネームプレートに貼り付け
た５０年前の卒業時の写真と現在の姿を見比べ、当人
と判るのに暫らくの時間を要しました。　
　開催に当って奔走された越前谷明夫氏の司会で進め
られ、先に旅立たれた7名の物故者に黙とうを捧げ、校
歌を斉唱し、懇親会へと移って行きました。
　代表幹事として開催に最大の尽力をしてくれた佐藤
利廣氏の挨拶、乾杯に続き全員が自身の５０年の歩み
を「心の底からスピーチ」しました。中でも圧巻はかなり
の労力を要して作られた「思い出のスライド」の上映でし
た。当時の一人一人の表情と思いが再現されメンバーの
思いも伝わり５０年分の中身の濃い会になりました。ス
ピーチの中には５０年前に巣立ち高度成長期のど真ん
中で、企業戦士として生き抜いて来た、誇りと熱情が吐

露されました。夜中まで続いた宴は飲んだお酒の量で
も歌の上手さでも、また語らいの深さと感動でも最高で
あったと自負しています。
　メンバーの中には東日本大震災で被災され、命からが
ら逃げた様子を語ってくれた。今だから明るく語れるの
だが、復興はまだまだこれからと東北人の1人として自覚
しました。
　さとみ温泉で50年分の疲れを取ったメンバーは今お
互いに人生の総仕上げを迎え、病気や老化等様々な悩
みがあってもそれに負けない「心」の大切さを確かめ合
い、それぞれの地に意気高く、幹事の皆さんに感謝して
再会を楽しみに帰路に着きました。

　来年の創立１１０周年そして１０年後の古希での再会
を誓い、この思いを首都圏幹事でありました下總君の大
好きな唄で表現します。

「旧友再会」　河島英五
今日は本当に笑った
腹の底から笑った
わざわざここまで訪ねてくれて
今日は本当にどうもありがとう
ラララ・・・・・・

筆者は最前列左

筆者は最前列右
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 【哀　悼】謹んでご冥福をお祈りいたします。（平成２４年１０月１日～平成２５年９月３０日）

佐藤　温（旧本校職員・昭和２０年機械科卒）秋田市

能楽の観世流秋田計友会会長、県観世流謡曲連盟顧問などを歴任し、本県の観世流謡曲の普及に尽力。
県謡曲連盟会長として県内各流の結束にも力を注ぎ、能楽全般の発展に大きく貢献。

秋田工業高等学校同窓会支部・部会一覧
支部名 役　職 代表者氏名 郵便番号 事　務　局　住　所 電話番号所

北 海 道 支 部 支部長 渡　部　　　猛 065-0006 札幌市東区北六条東八丁目 1-2-502　　渡部秀樹方 011-712-3502
仙 台 支 部 支部長 大　島　喜三郎 982-0032 仙台市太白区富沢三丁目 13-7　大島喜三郎方　 022-244-1473
東 京 秋 工 会 会　長 三　平　俊　悦 216-0035 神奈川県川崎市宮前区馬絹 855-3　三平俊悦方　 044-852-0891
静 岡 支 部 支部長 大　槻　　　栄 424-0003 静岡市清水区蜂ヶ谷 456-7　佐々木健男方 054-364-4351
東 海 支 部 支部長 栗　原　四　郎 470-2362 愛知県知多郡武豊町字六貫山 1-70　塚本憲夫方　 0569-72-5845
関 西 支 部 支部長 福　田　　　廣 572-0031 大阪府寝屋川市若葉町 13-3　木村忠雄方 072-826-3136
鹿 角 支 部 支部長 柳　澤　隆　次 018-5201 鹿角市花輪字下中島 102　柳澤隆次方 0186-22-2244
大 館 支 部 支部長 川　井　隆　治 017-0845 大館市泉町 6-22　奥羽電気設備 ( 株 ) 内 0186-42-1870
北 秋 支 部 支部長 簾　内　　　勇 018-3343 北秋田市今泉字今泉 7　簾内　勇方 0186-67-2095
羽 城 支 部 支部長 渡　部　久　男 018-1504 潟上市飯田川飯塚字水神端 33-3　渡部久男方 018-877-3807
男 鹿 支 部 支部長 大　高　　　務 010-0341 男鹿市船越字寺後 54  藤原　誠方 0185-35-3067
大 曲 ・ 仙 北 支 部 支部長 伊　藤　正　之 014-0047 大仙市大曲須和 2-2-28　伊藤正之方 0187-62-4231
由 利 本 荘 支 部 支部長 細　矢　育　夫 015-0051 由利本荘市川口字家妻 146-3（株）三栄機械　内　 0184-23-1094
横 手 ･ 平 鹿 支 部 事務局 高　野　　　豊 013-0105 横手市平鹿町浅舞字野々助 151-3　高野　豊方 0182-24-0215
湯 沢 ･ 雄 勝 支 部 支部長 須　田　治　哉 012-0824 湯沢市裏門 2-2-46　須田治哉方 0183-73-0299
泉 ･ 八 橋 地 区 金 砂 会 会　長 渡　辺　佐　文 010-0953 秋田市山王一丁目 1-1　秋田市役所都市整備部　赤川孝則方 018-866-2153
秋田市南部地区金砂会 会　長 佐々木　文　勝 010-1421 秋田市仁井田本町 5-1-62　( 株 ) 北勢工業内 018-839-6516
　　　　　　　　　　　　（Ｈ２５．１１．２２の総会をもって正式就任となります。）
秋工同窓会勝平地区有志の会 会　長 佐々木　善　雄 010-1606 秋田市新屋寿町 1-24　佐藤一紀方 018-862-7155
秋 田 県 警 金 砂 会 会　長 斎　藤　　　実 010-0951 秋田市山王 4 丁目 1 番 5 号　秋田県警察本部捜査第二課　藤原　力 018-863-1111

金砂クラブ部会 ･ 団体
部会 ･ 団体名 役　職 代表者氏名 郵便番号 事　務　局　住　所 電話番号所

電 気 部 会 会　長 時　田　富　雄 018-1502 潟上市飯田川下虻川字両又 57-7　( 有 ) 鐙電工 内　鐙　誠司方 018-877-6743
建 築 部 会 会　長 鈴　木　誠　一 010-0091 秋田市保戸野すわ町 14-23（株）汎建築設計事務所内 大橋稔樹方 018-862-3449
設 備 部 会 会　長 三　浦　清　一 010-0013 秋田市南通築地 16-11( 有 ) 太平工務所内　藤井　進方 018-833-0664
金 砂 エ ス ピ ッ ク 会　長 工　藤　行　雄 010-0062 秋田市仁井田本町 6-4-11( 株 ) 水建技術内　宇佐見昭一方 018-829-2131
土 木 科 同 窓 会 会　長 岩　沢　光　夫 010-0013 秋田市南通築地 16-11( 有 ) 太平工務所内　藤井　進方 018-833-0664
ポ プ ラ 会 会　長 土　田　久美子　 010-0973 秋田市八橋本町 6-11-14( 株 ) トクミツ建築企画　小玉聖子方 018-824-1868

故人ご芳名 卒　年 科 住　所

又　井　阿素雄 旧職員 秋 田 市
柴　田　和　雄 旧職員 秋 田 市
藤　原　　　潤 旧職員
石　田　幸　一 Ｓ２６ 機　械 秋 田 市
小　林　道　弘 Ｓ２７ 機　械 秋 田 市
小　野　直　治 Ｓ３０ 機　械 秋 田 市
平　沢　賢　三 Ｓ１７ 電　気 秋 田 市
小　山　作治郎 Ｓ２０ 電　気 横 手 市
木　村　誠　治 Ｓ３０ 電　気 秋 田 市
鳥　海　　　寛 Ｓ３０ 電　気 秋 田 市
阿　部　芳　人 Ｓ４５ 電　気 秋 田 市

故人ご芳名 卒　年 科 住　所

目　黒　秋　雄 Ｓ２９ 土　木 北 海 道
菅　原　貞　治 Ｓ２６ 建　築 秋 田 市
伊　藤　剛　一 Ｓ３７ 建　築 秋 田 市
小　幡　　　満 Ｓ１６ 採　鉱 仙 台 市
堀　　　満　雄 Ｓ４４ 採　鉱 秋 田 市
佐　藤　恵　次 Ｓ４８ 地　質 青 森 市
村　上　通　郎 Ｓ２６ 冶　金 秋 田 市
瀧　口　　　毅 Ｓ３２ 冶　金 名 古 屋 市
鈴　木　哲　朗 Ｓ３２ 工　化 奈 良 県
河 村 （高橋）  修 Ｓ３７ 工　化 由 利 本 荘 市

平成２５年春の叙勲　瑞宝単光章　篠ヶ瀬　雅弘（昭和２２年採鉱科卒）秋田市

統計調査功労。国税調査など元各種統計調査員。

（敬称略・事務局判明分）
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　今年の夏は暑かった。と振り返る人は、関東・関西の方々。秋
田は雨が多く小生のように畑を楽しむものからすると、作物の出
来が悪くて大変でした。
　さて、母校校舎改築もいよいよスタート。手始めにラグビー場
が鮮やかな緑色に変わりました。来年は、母校創立１１０周年、
同窓の皆様方には体調を崩さず、平穏無事をお祈りいたします。

（熊地）

平成24年度 会務報告

事務局だより

平成24年度 秋工同窓会本部事業一覧
期　日 事　業　名 場　所
4月19日（木）企画委員会1回目 同窓会館
5月11日（金）役員・幹事会 第一会館  
5月26日（土）平成24年度年次総会・新会員歓迎会 第一会館
8月23日（木）広報委員会1回目 同窓会館
9月19日（水）秋工祭ブース打合せ、広報・企画委員会2回目 同窓会館

10月20日（土）秋工祭同窓会ブース開設 母校実習棟
10月24日（水）広報委員会3回目 同窓会館
11月20日（火）同窓会誌 第47号発行 同窓会館

3月1日（金）同窓会長授与式 母校体育館
3月1日（金）同窓会入会式 母校体育館

3月19日（火）第1回会長・副会長会議 楽味

※同窓会長賞　技術・技能の分野で特に優れた卒業生（H24年度4名受賞）

平成24年度 同窓会支部・部会総会開催一覧
期　日 事　業　名 出席者
6月9日（土）東海支部総会 同窓会長

6月10日（日）関西支部総会 〃
6月11日（月）金砂クラブ4部会総会 〃
6月22日（金）北海道支部総会 〃
6月30日（土）男鹿支部総会 〃
7月13日（金）東北機械支部総会 〃
7月21日（土）土木科同窓会総会 〃

11月10日（土）東京秋工会総会 〃
11月11日（日）静岡支部総会 〃
11月22日（木）秋田市南部地区金砂会総会 〃
11月29日（木）大仙仙北支部総会 〃
12月3日（月）秋田市役所金砂会総会 〃

平成24年度 一般会計決算書

編集後記

　氏は本校卒業後、秋田市役所に入り、現役の時からの
硬式野球を続けられ、選手、監督として活躍しました。その
間、市役所金砂会の役員、全県５００歳野球にも市役所Ｏ
Ｂとして出場され、又本校硬式野球部ＯＢ会長として後輩
の指導に尽力されました。

合掌

　同窓会では同窓生宅も含め電話での問い合わせを一切して
おりません。近年になり、同窓生ならびに同窓会を騙った不審
な電話がかかってきたという連絡が多数あります。昨年の会誌
でもお願いいたしましたが、同窓生の方はもちろん、近親者の
方も含めこのような電話がかかってきても、すぐに連絡先を教
えたりすることのないよう、十分にご注意願います。万が一、実
害などがある場合は、直接警察に相談して下さい。

（名簿担当 副会長 鈴木誠一）

会費納入のお願い「会員の皆様へ!!」 同窓会会員への不審電話について
　同窓会活動の充実と後輩を後援するために、卒業生のご理
解とご協力は欠かせません。経済状況の厳しい中で心苦しい
ところですが、少しでも多くの方々に会費を納入していただけ
れば、大変助かります。
●会費：年額２千円 ●納入期日：１２月末日までお願いします。
●納入方法：同封の会費専用郵便振込用紙でお願いします。

（手数料無料）
※なお、同窓会に直接持参されても歓迎いたします。

（財務担当 副会長 嵯峨兼信）

科目 予算額 決算額 比較増減 摘要
会費 3,678,000 4,619,830 941,830
　１.在校生会費 1,278,000 1,266,100 △11,900 生徒12ヶ月分
　２.同窓生会費 2,400,000 3,353,730 953,730 1483人
繰越金 1,680,365 1,680,365 23年度繰越金
広告賛助金 250,000 376,240 126,240 36社
雑収入 635 7,000 6,365 ネクタイピン売上
合 計	 5,609,000 6,683,435 1,074,435

収入の部

科目 予算額 決算額 比較増減 摘要
会議費 400,000 177,460 △222,540
　１.総   会   費 200,000 115,200 △84,800
　２.役員会議費 200,000 62,260 △137,740
事務費 1,956,000 1,640,281 △315,719
　１.事務手当 1,176,000 1,176,000 事務員手当
　２.事務諸費 50,000 31,073 △18,927 事務局消耗品
　３.印 刷 費 30,000 0 △30,000
　４.通 信 費 250,000 177,262 △72,738 電話・FAX・郵送代
　５.旅     費 300,000 223,222 △76,778 支部総会出席
　６.光 熱 費 120,000 27,544 △92,456 灯油・ガス代
　７.消耗品費 30,000 5,180 △24,820 事務用消耗品
事業費 2,700,000 1,717,505 △982,495
　１.会報発行費 2,200,000 1,332,684 △867,316 印刷代、封筒代、送料
　２.慶 弔 費 100,000 76,380 △23,620
　３.支部祝金 200,000 120,000 △80,000
　４.新会員歓迎費 100,000 95,445 △4,555 会員章　他
　５.褒 賞 費 50,000 58,800 8,800 同窓会長賞（4名）
　６.同窓会ブース準備費 50,000 34,196 △15,804
雑費 253,000 113,440 △139,560
特別会計繰入金 300,000 300,000
合計 5,609,000 3,948,686 △1,660,314

( 単位：円 )支出の部

( 単位：円 )

収入総額 6,683,435 支出総額 3,948,686 差引残高 2,734,749
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秋工祭同窓会ブース 平成２５年1０月１９日（土）

建築部会 エスピック

新校舎全景パースで、将来のイメージができました。 測量競技は真剣勝負です。

設備部会 電気部会

ガスの配管に興味津々です。 電気工事士第一種の実技に挑戦中です。

同窓会 の 館 「魅せます・教えます・熟練の技」
協賛：金砂クラブ設備部会・金砂クラブ建築部会・金砂クラブ電気部会・金砂クラブエスピック



　私が卒業して半年が過ぎました。私は今春か
ら『伊藤工業株式会社』に入社し、社会人とし
ての道を歩んでいます。現在は工事の現場管
理や工事書類を作成する仕事をしていて、会社
の上司に教わりながら日々忙しくしています。そ

んな中でも土木科で学んだ知識を少しでも活かすことのできる職
業に就けた私は秋田工業を卒業できてつくづく良かったと実感して
る次第です。
　現在３年生はこれからの進路に向けた活動の真っ最中だと思
います。これまでに培ったすべてを進路実現に向け存分に発揮し
て下さい。私が働いている会社でも秋田工業の先輩たちが活躍

しています。私はまだまだ先輩たちのように会社や現場の中心と
なって活躍することはできませんが、未熟ながらも先輩たちの背
中をみて努力しているところです。
　最後になりますが、私は社会に出る上で大切なことは、『挨拶』
『礼儀』『諦めないこと』だと感じます。社会に出たら今まで以上
に辛いこともあります。苦しいこともあります。だからこそ同じ職業
の人、自分と歳の離れた人との上手な関係を築いていくことが大
事です。進学の人も就職の人もなにか自分自身が大切だと思うこと
をみつけ、自分自身の目標を達成して下さい。期待しています。
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　私が卒業して早や、半年が過ぎました。秋
田工業の生徒の皆さんは、進学や就職に向
け、学業や部活動、資格取得などに取り組ん
でいることと思います。
　私は、『秋田市消防本部』に就職しました。

今年の９月に由利本荘市岩城にある秋田県消防学校の初任課
程を修了し、現在は城東消防署で勤務しています。署に配属と
なってから、秋田工業OBの方々の多さに驚きました。現場の中
心として活躍していて、金砂健児の勢いは健在だと思いました。

今は、訓練や事務処理など覚えることが多く、勉強の毎日です。
県消防学校で教官から半年間言われ続けた「安全・確実・迅
速」を教訓に、訓練にして励んでいます。
　最後になりますが、社会人になると自分より年が２０も３０歳も
上の方達と仕事をしていくことになります。その中で有効な関係
を作っていくには、元気な挨拶が大切だと思います。また、オン
とオフの切り替えも大切だと思います。脱力するところは脱力し、
やる時は全力でやる。金砂健児らしく頑張って下さい。

OBの活躍

平成２４年度ラグビー高校日本代表に
成田・宮川君選出
　３月９日～２６日のイタリア・フランス遠征に成田秀平君（Ｈ２５Ｃ科卒－明治大
1年）宮川智海君（Ｈ２５Ｍ科卒－関東学院大1年）が選出され、１８歳以下の代表
チームと、４試合を行いました。成田君は、スピードとステップワークが持ち味。宮川
君は、長身を生かしたラインアウトの強さ、サポートプレーが認められた。

Ｕ−２０ラグビー
日本代表に寺田君出場
南米チリで５月２８日に開幕したジュ
ニア・ワールド・トロフィーの日本代
表に寺田大樹君（Ｈ２３Ｍ科卒－明
治大３年）が選ばれた。

７人制W杯ラグビー日本代表に成田・夏井君選出
６月２８日に開催された７人制W杯（モスクワ）に、成田秀悦君（Ｈ１５Ｚ科卒－法政大－サントリー）
・夏井大輔君（Ｈ１９Ｚ科卒－関東学院大－東芝）が選ばれました。リオ五輪に向けた、重要な大会で、
両君が活躍した。又、代表のチームデレクターは太田　治さん（Ｓ５８Ｍ科卒－明治大出）が務めた。

『ＯＮとＯＦＦの切り替えを大切に！』　進藤　祐介 （平成２５年工業化学科卒）

『挨拶』『礼儀』『諦めないこと』　登藤　結実 （平成２５年土木科卒）
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　秋田県河辺郡戸島国民小学校卒業後、昭和２１年秋
工に入学。学制改革で併設中学となり高等学校を卒業
するまで６年間在学した。この６年で秋工ラグビー部は
全国優勝３連覇を入れて４回、準優勝１回の成績でし
た。高校では決まった部活は無かったが、１年の時に新
しいスポーツとしてバドミントンが流行り、４，５人の仲間
を集め練習して３年時に酒田市で開催された東北大会
に出場した。
　昭和２７年卒業時は不況で就職難の時代で、数ヶ月
ブラブラし、親の反対を押し切って、遠く離れた神戸ま
で出たが、当時は外国にでも行く気持ちでした。神戸
職業安定所の紹介でミシン部品卸問屋に奉公する事に
なったのです。３７歳で独立し、特殊ミシンの製造販売
に取組み現在に至っております。
　長男は、大阪府中学ラグビーにも選抜され同志社香
里高校に入学、キャプテンとして活躍。同大ラグビー３連
覇時のメンバーだった。4番で、同期には秋工出身で元
サントリーラグビー部監督の土田雅人さん（８番）、タレ
ントの大八木淳史さん（５番）、元ジャパン監督平尾誠
二さん（１０番）達がおります。卒業後は三菱自動車で９

年間勤めた後に圓井繊維機械(株)に入社。同大学ラグ
ビー部の監督も努めた。二男は鹿児島ラサール高校で
地方大会出場の経験がある。
　孫、長男も中学で大阪府ラグビー選抜に選ばれ、同志
社香里でキャプテンとして大阪大会で準優勝を経験し、
同志社大学卒業後、同校のラグビーコーチをしている。
　孫、次男は常翔学園高校（前大工大高校）から明大
に入学、前吉田監督（秋工、明大卒）の指導を受け、現
在３年生になります。
　孫、三男は常翔学園高校3年で、今年７月２１日に秋
田八橋球技場で開催された、秋田県ラグビー協会招待
試合で常翔学園高校（今年春の選抜大会で全国優勝）
と秋田工業高校が試合をした時に孫がロック（５番）で
出場しています。結果は母校の秋工が僅差で勝利しまし
た。（秋工２４対２１常翔学園）
　６０年前卒業したお爺ちゃんの母校、ラグビーの有名
校「アキコウ」と、遠く離れた土地で育った孫が競うス
ポーツ精神に、なぜか熱いものがこみ上げて来ます。孫
たちの今後の活躍に宜しくご声援の程お願い申し上げ
ます。

圓井　康三 （昭和２７年機械科卒業）
（圓井繊維機械株式会社会長・全日本特殊ミシン工業会会長）

息子二人、
孫三人の
ラガーマンに
囲まれる爺さん

太田同窓会長とがっちり握手する
圓井康三さんのお孫さん陽介君

（八橋球技場にて）
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母　校　だ　よ　り
高校選抜大会

ラグビー
テニス

全県総体
陸上競技

バスケット
バレーボール
バドミントン

体操　
柔道

ボクシング

ウエイトリフティング
空手道

テニス

ラグビー
少林寺拳法

学校対抗男子総合 ２位
男子団体トラック総合 １位
1500m １位 花田太一・２位 安藤　駿
3000mSC １位 續木悠也・２位 花田太一
5000m １位 湊谷春紀・２位 松尾淳之助
5000mW １位 榊　涼季
団体３位
団体２位
団体２位
複１位 大関準太郎・嵯峨　達
男子団体２位・女子団体２位
60kg 級１位 加藤武人・２位 木村俊介
66kg 級１位 高橋　涼・２位 奈良幹太
73kg 級２位 高橋裕貴
90kg 級２位 蓬田航太
100kg 級１位 中林藤仁・２位 本庄谷孝晃
100kg 超級１位 齊藤拓弥・２位 清水拓実
団体２位
ライトウエルター級１位  佐藤美憲
ウエルター級１位  佐々木駿介
ミドル級１位 山谷拓也
105kg 級２位 藤井柊太
男子団体組手１位
男子個人組手２位 藤原祐介
男子団体１位
単１位 檜森将利・２位 磯和賢孝
複１位 榎本清人・檜森将利
１位
演武の部 団体２位
男子 組演武有段の部２位 朝倉侃人・加賀谷航
女子 組演武有段の部１位 大山端貴・須田千咲
女子 単独演武有段の部１位 須田千咲
女子 運用法の部１位 須田千咲

出場
出場（３５年ぶり）

全日本吹奏楽コンクール県中央地区大会
高等学校小編成の部　金賞

ワールドエコノブーム
燃料電池部門　１位

東北高校選手権大会
100kg 超級１位 今野慎哉
初段組演技２位 田中杏也・大関紅暁

柔道
少林寺拳法

県民体育大会
陸上競技

柔道

バレーボール
空手道

テニス
ボクシング

ラグビー

1500m １位 安藤駿
B3000m １位 松尾淳之介
3000mSC １位 續木悠也・２位 花田太一
5000mW ２位 榊　涼季
5000m １位 花田太一
60kg 級１位 加藤武人・２位 木村俊介
100kg 級１位 中林藤仁・２位 本庄谷孝晃
無差別級１位 清水拓実・２位 伽羅谷匠
団体２位
男子団体組手１位
男子組手１位 菊谷祐誠
単１位 檜森将利
ライトウエルター級１位 佐藤美憲
ウエルター級１位 佐々木駿介・２位山谷拓也
バンタム級２位 鳥海颯汰
１位

東北大会
陸上競技

テニス

ボクシング
ウエイトリフティング
柔道

3000mSC １位 續木悠也
5000mW １位 榊　涼季
5000m ３位 湊谷春紀
男子団体３位
単３位 檜森将利
ウエルター級３位 佐々木駿介
105kg 級２位 藤井柊太
66kg 級２位 高橋　涼
73kg 級３位 佐藤大樹

国民体育大会
陸上競技
テニス
ラグビー

３名出場
１名出場
１１名出場

平成２５年１１月１日現在

全国高校総合体育大会
陸上競技
バドミントン
体操　
テニス

４名出場
２名出場
１名出場
５名出場

東北大会
１位
銀賞

柔道
ボクシング
空手道
少林寺拳法

４名出場
２名出場
７名出場
４名出場

平成２５年１１月１日現在

ラグビー
マーチングバンド部門



　第９３回全国高校ラグビー大会県予選最終日は11
月９日(土)秋田市の八橋球技場で決勝を行い、秋田工
が秋田中央を２０―１０で下して２年連続５６度目の
優勝を飾り、６５度目の全国大会出場を決めた。５年
連続の顔合わせは、秋田工は前半に1トライのリードで
折り返し、後半にも連続トライを奪い、粘る秋田中央
を突き放した。
　全国大会は１２月２７日から来年１月７日まで、東大
阪市の近鉄花園ラグビー場などで行われる。

第５９回秋田県高校総合体育大会駅伝競走大会
兼第６４回全国高校駅伝競走大会秋田県予選
１区でリードを奪った秋田工が、独走で１９度目の優
勝を飾った。
１区・湊谷(２年・主将)が５㌔過ぎに先頭集団から抜け
出し、後続に３９秒差を付けて2区につないだ。
２区以降も全区間で区間賞を奪う盤石のレース運び
で、大会記録にあと６秒と迫る２時間７分４９秒の好タ
イムでゴールした。

　建築科（３年）渡辺貴実花さんがミス・ユニバース県大会
（１０月２０日）のセミファイナルを通過。｢ビューティーキャン
プ｣に参加しその結果１１月２６日に開催されるファイナルに
進んだ。
　渡辺さんの談話「二週間のビューティーキャンプを通じて
外見、内面共に磨き、ファイナルでは良い成績を残したい。」

昨年の安井さんに続き渡辺さんがミス・ユニバース秋田県大会ファイナルに出場

独走で3年ぶりの都大路へ （12月22日京都市）駅伝

ポジション 氏　名 学年
1 三　浦　昌　悟 3
2 工　藤　博　樹 3
3 田　代　頌　介 2
4 相　場　悠　樹 2
5 石　川　智　実 ３
6 佐々木　凛　平 3
7 船　木　海　都 3
8 加　藤　広　人 3
9 天　野　椋　平 3
10 伊　藤　龍之介 3
⑪ 村　井　遥　介 3
12 沼　田　航　弥 3
13 奈　良　　　望 2
14 佐々木　修　弥 3
15 横　田　祐　哉 3

ラグビー 第93回全国高校ラグビー大会秋田県予選決勝

左から3番目が渡辺さん

▶１区（10㌔）＝湊谷春紀３１分７秒 ▶２区（３㌔）＝續木悠也８分３８秒 ▶３区（８.１０７５㌔）＝松尾淳之介２５分１５秒
▶４区（８.０８７５㌔）＝菅原勇聖２４分４１秒 ▶５区（３㌔）＝柴田征人８分２６秒＝区間新 ▶６区（５㌔）＝石井僚１４分４１秒＝区間新
▶７区（５㌔）＝花田太一１５分１秒 （１０月２０日）

ポジション 氏　名 学年
16 鈴　木　祐　太 2
17 和　田　光　平 3
18 北　嶋　太　一 2
19 高　橋　秀　尚 3
20 加　藤　正太郎 2
21 沼　田　龍　弥 1
22 勝　田　泰　斗 2
23 藤　原　一　希 1
24 中　村　侑　真 2
25 船　起　凌　馬 3

○はキャプテン

2年連続65回目の花園出場

秋田工　２０―１０　秋田中央
前半（５―０）　後半（１５―１０）

横田 独走のトライ表彰式を終えて
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